










































































































































川 上 琢 磨１１２
待機といったいろいろな障害があります。それを思いま
すと，より安全に国内で現在最後の望みである移植医療
を受けられるようになることを願います。そのためには，
広く多くの方に移植医療について知ってもらうこと，さ
らに脳死の問題にはいろいろ議論もありますが，現在あ
る臓器移植法の臓器提供の年齢制限を設けないでほしい
と思います。少しでも多くの子どもさんの命が救われる
ことを願ってやみません（図７）。
図７ 私たちの願い
海外渡航心臓移植を体験して １１３
